
小学校 家庭と連携した「保健学習 心の健康」におけるアンガーマネージメント 

              

保保健健だだよよりりをを活活用用ししたた家家庭庭とと連連携携ししたたアアンンガガーーママネネーージジメメンントト		

１１．．		作作成成のの理理由由		

	 思春期のこころが激しく揺さぶられる時期に児童へ保健学習	 「心の健康」の中でアンガーマネ

ージメントを取り入れた指導を進めている。学校の中だけでなく保護者にも伝えることにより家庭

でも理解し実践してもらえるよう授業内容をできるだけ詳しく記載した保健だよりを作成した。保

健だよりを発行することにより、家庭との連携した指導を進めることができ、指導の効果も上がる。	

また思春期の子供の怒りの対応で苦戦している保護者へ情報や知識の提供によりの支援につなが

る。	

２２．．		保保護護者者むむけけ保保健健だだよよりりのの特特徴徴		

	 ・授業のねらいを明確にする。	

	 ・授業を聴いていない保護者にも理解できるようにできるだけわかりやすく内容をまとめる。	

	 ・授業の様子や児童の反応などをできるだけ多く記載することにより保護者に授業の様子をイメ

ージしてもらいやすくする。	

	 ・授業者側の思いや感想も記載する。	

	 ・児童「の感想も記載する。	

	 ・学校からの発信だけでなく、児童を通して家庭の取組や家庭からの感想も紹介する。	

	 ・保健だよりを話題に家庭でも児童と保護者が話す機会を持ってもらう。	

３３．．		活活用用場場面面及及びび活活用用すするる際際のの工工夫夫やや留留意意点点		

	 からだの健康は、睡眠・栄養・休養のバランスがそろっていることだか、心の健康は、感情（感

じる心）・思考力（考える心）・社会性（人と関わる心）のバランスが必要である。このことをはじ

めに子どもたちに理解させる。	

人は、何かしら行動（社会性）をすると、心（感情）が動いて、考える（思考力）。このサイクル

を繰り返して心を成長させる。言葉の説明だけでは、理解が難しいので、ボールゲームなどを取り

入れて理解を深める指導を行った。何もしないで試合をした後、試合の感想＜感情＞から作戦タイ

ム＜思考力＞さらに友達との関わり＜社会性＞を通して、体験しながら理解することができた。	

４４．．そそのの他他		 活活用用ののポポイインントト		

	 家庭でもできるものは、より具体的な解説を加える。	

	 保護者だけでなく担任や専科の教員たちにも保健だよりで詳細を伝えることにより、活用して	

もらえるようにする。	

	 子どもの変化や成長がわかるように伝えていく。	
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中学校 「アンガーチャートを活用した健康相談活動・保健室来室記録」 

アアンンガガーーチチャャーートトをを活活用用ししたた健健康康相相談談活活動動・・保保健健室室来来室室記記録録  

１１．．		作作成成のの理理由由  
	 発達の課題を抱え、ソーシャルスキルの乏しさや認知のゆがみからクラスでのトラブルが続き、保健

室への頻回来室を繰り返していた生徒の来室記録を記入していた時に、ただ記録を残すだけでなくアン

ガーチャート(できごと整理シート)を活用し、それにヘルスアセスメントを加えれば、記録だけでなく、
生徒への健康相談にも活用できると思い保健室来室記録を作成をした。 
２２．．本本ワワーーククシシーートトのの特特徴徴  
	 記録を取りながら、状況を整理することができる。 
	 来室時のバイタルサインや感情のレベル＜5 段階＞を記入することにより来室時の状況を数値化して
理解することができる。 
バイタルサインの測定は、脈拍はパルスオキシメーターを使用し、数字表示。デジタル体温計。 

	 数値化することにより生徒の自己理解がしやすい。 
	 できごと整理シート（アンガーチャート）①刺激となるできごと②対象者の反応③対象者の気持ちと

欲求➃対象者がその場で行う適切な行動＜ストレスマネージメント＞から構成されている。 
	 話を聴き、落ち着いたところで退室時のバイタルサインと感情のレベルを数値化し、退室時に来室時

と比較することができる。 
３３．．活活用用場場面面及及びび活活用用すするる際際のの工工夫夫やや留留意意点点  
	 対応しながら、シートを記入することができる。 
記入したシートをもとに生徒と健康相談活動をすることができる。 
継続してファイルしておくと、変化や成長を見ることができ、それを使って健康相談活動をすること

ができる。 
生徒自身もシートを見ながら、振り返りができる。 
脈拍は養護教諭が手で測定せず数字化されるパルスオキシメーターを使用し、体温計を使用する。 
生徒の状況に応じて、生徒の感情や感想などを言語化して記入してもよい。 
 
 
 
パパルルススオオキキシシメメーータターー：：心心拍拍数数・・血血中中酸酸素素飽飽和和度度がが測測定定ででききるる  

 
４４．．		そそのの他他		 活活用用ののポポイインントト  
	 できごと整理シート（アンガーチャート）は、養護教諭の対応のふり返りにも使うことができる。 
また次回の対応や健康相談活動の内容の検討にも使うことができる。 
シートを記入することにより、生徒に関わる担任や学年の教員にもシートを活用して生徒理解を深め

てもらうことができる。 
生徒の特性や状況変化に応じて対応を変える。 
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高等学校 「養護教諭自身のアンガーマネージメント」  

養養護護教教諭諭自自身身ののたためめののアアンンガガーーチチャャーートト  

１１．．		作作成成のの理理由由  
日々の保健室での生徒対応の中で、生徒が怒ったり、悲しそうに教室へ戻っていくとがある。 

養教諭とすればあたりまえの対応や声がけであっても生徒の側からすると「嫌だった」と感じている

こともある。時には養護教諭の側が、怒りや悲しみを感じる場合もある。そこでその問題点と改善策

を探り、また一人職や一人で執務をすることが多い、養護教諭の対応についても検討が必要と考えた。 
他の養護教諭の対応を見る機会や自分の言動を他の人に一緒に検証してもらえることも少ないので、

セルフチエックができるものがよいと考え、本ワークシートを作成した。 
２２．．本本ワワーーククシシーートトのの特特徴徴  
・詳細版 A・B と簡易版・イラスト版の 4 パターンがある。実施できる時間に合わせて使い分けるこ
とができる。 
ワークシートに順に記入していく。 
A・B版 
・①「「刺刺激激ととななるるででききごごとと」」生徒の発言・態度・恰好 
	 ②「「養養護護教教諭諭のの反反応応」」養護教諭の発言や行動・態度 
③「「養養護護教教諭諭のの気気持持ちちとと欲欲求求」」気持ちは感じていること。欲求はしたいこと。	 して欲しいこと。 
➃「「養養護護教教諭諭ががそそのの場場でで行行うう適適切切なな行行動動」」冷静に振り返り感情に流されない教育的な行動を考え。 
	 ＜ストレスマネージメント・行動や言葉＞ 
⑤「「そそれれをを導導くく冷冷静静なな考考ええ」」＜＜気気持持ちちをを受受容容すするるここととばば・・欲欲求求をを明明確確ににすするるここととはは・・適適切切なな行行動動をを		  
	 導く言葉。 
⑥（BB版版））生生徒徒観観察察ととよよりりよよいい養養護護教教諭諭のの言言動動＜＜生生徒徒観観察察・・言言動動＞＞  
簡易版 
① 刺激となる出来事	 ②養護教諭の反応	 ③どごがよくなかったか？➃養護教諭のより良い言動 
イラスト版	 ①場面②吹き出しにやり取り③振り返りを記入 

３３．．活活用用場場面面及及びび活活用用すするる際際のの工工夫夫やや留留意意点点  
	 対応が上手くいかなかった、気になった場合まずシートに記入してみる。その時は、記入するだけで

も後で、冷静になって事後分析をすることができる。いつも対応が上手くいかない生徒がいる場合は、 
継続して記録していくと問題点が明確化することができる。 
	 シートの記入とともに養護教諭自身のアンガーマネージメントやストレスマネージメントも同時に 
行うことも必要である。 
 
５５．．		そそのの他他		 活活用用ののポポイインントト  
	 自分の失敗を見直す作業は負担がある。一人で取り組むだけではなく、養護教諭の研究会等で、グル

ープで取り組むこともよい。	 架空の事例で、検討しながらシートを埋めていくこともよい研修になる。 
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